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文化展示とアフォーダンス
「ものが語る」というディスコースをめぐって

林 史樹

1はじめに

 特別展「2002年ソウルスタイル」（以下，ソウル展）は，展示スタイルがユニークで，

すばらしい企画力をもっていたと評され，国立民族学博物館（以下，民博）のイメージ

を変える画期的な展示であったと評価を受けた（DOME編集室2002）。このソウル展に

ついて，去る7月13－14日に国際シンポジウムが開かれ，展示に付随して問題がいくつか

投げかけられた。

 そのうちのひとつ，金着徹発表のタイトルは「文化的存在としての“もの”一博物

館展示と関連して」であった。発表では身体技法とのかねあいを中心に興味深い議論が

展開されたが，それ以外にもプログラムで仮題としてあげられた「ものが語るもの・語

れないもの」といった話題も盛り込まれた。そこで本論では，本来の金柄徹発表の主旨

から少し離れるが，仮題としてあげられた「ものが語る」といった部分にこだわって論

を進めていくことを先に断っておきたい。博物館では「もの」に注目せざるをえないが，

展示においてよくいわれる「ものが語る」，ひいては「ものに語らせる」といったディス

コースは博物館展示にどのような意味合いをもっているのだろうか。

 金がとくに指摘したかったのは，「もの」あるいは道具を身体の一部の延長として捉え

ることで，その形態によってその道具を使用する人々の身体技法を特定していくことで

あったと思われる。たとえば，アメリカ人類学を築いたEポアズは道具（tool）について

「その形態の変化は，固定した諸民族の慣習的な動作（motor habits）によって確立した

範囲内に限定される」（Boaz 1955：146）と述べている。このことは逆に道具の形態をみ

れば，その民族の慣習的な動作やしぐさ，あるいは身体技法がわかることを意味する。

道具をみつめ，その形状が「語りかけてくれること」に耳を傾けると，道具を生みだし

た文化的背景まで読みとることができる。「ものが語る」とは，そのことを指していると

考えられる。しかし，本当に「もの」が我々に何かを語りかけているのだろうか。

2 「ものが語る」こととアフォーダンス

 近年，アフォーダンスに関する議論が盛んに行われている。アフォーダンスとはJ．

ギブソンによる造語であるが，生態心理学者の佐々木正人の文章を引用して説明すると

次のようになる。英語のアフォードは「与える，提供する」などを意味し，アフォーダ
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ンスは「環境が動物に提供するもの，用意したり備えたりするもの」であり，それは我々

を取り囲んでいるところに潜んでいる意味である（佐々木1996：61－62）。たとえば，「陸

地の表面がほぼ水平で，平坦で，十分な広がりをもっていて，その材質が堅いならば，

その表面は（動物の身体を）支えることをアフォードする」（佐々木1996：62）ことに

なる。

 アフォーダンスの概念を個体に広げて考えた場合，それぞれの環境や個体にあらかじ

め備わった性質があり，人間や動物はそれが発信するサインを知覚し，その環境や個体

を利用するといえる。たとえば，バットのようなかたちをした堅い木製の棒は，ヒトに

つかむことをアフォードするし，それをもって何かをたたくことをアフォードする。ま．

た，何かをひっかけておくこともアフォードするかもしれない。

 アフォーダンスという概念を意識する，しないにかかわらず，「ものが語る」といった

ディスコースの背景にあるのは，「もの」にアフォーダンス的な力を付した考え方であろ

う。その意味で，まさにこのアフォーダンスこそ，「ものが語る」と人々にいわしめるも

ととなっている。「ものが語る」というディスコースは，これまで単なるレトリックとし

てすますことも可能であったが，それがレトリックとしてすまされなくなってきたのは，

このアフォーダンスという概念が介入してきたためにほかならない。

 「ものが語る」ということは，ある意味で「もの」がもつアフォーダンスを指摘して

いることと置き換えられる。アフォーダンスが本来，認識論や知覚論，視覚論の分野で

でてきた概念であることを考えれば，博物館展示に登場させること自体がいささか乱暴

な扱いになってしまうことは否めない。しかし，「ものが語る」というディスコースに近

い意味がそこにみいだされる以上，博物館展示において，アフォーダンスという概念の

有効性と関連させながら検討していく必要があると考える。

3本物が語るもの
     「複製品」（rephca）は「本物」（original）になりえるか

 アフォーダンスと展示の関係をみていくうえで，さらに「もの」の「本物性」というこ

とについても言及しておかねばならない。今回のソウル展においても，「李さん一家」の「も

の」は資料的価値があるが，周囲に展示された教室のコーナーで設置されたイスや机など

には資料的価値がないという意見が民博内でも聞かれた。これらはソウル展の主人公のひ

とりであったドンファとウィジョン玉）が通う学校の教室にあったものでもなく，事前に何

らかの調査が行われて購入したものでもない2）。これらはソウル展のコンテクストにおい

て「オリジナルなもの」，つまり「本物」ではなかったからである。

 アンデス文明研究で知られる大貫は，月の石を例にだし，博物館で展示される「もの」

は，本物でなければならないと力説する（大貫1997：271）。本物の月の石を間近にする
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ことで，さまざまな新しい想像をかき立てるというのである。ここで，大貫が論考で用

いているところの「本物」も「オリジナルなもの」という意味合いである。大貫によれ

ば，本物は絶えず新しい意味を創出するのであり，もちろん物自体がそのような働きを

するのではないものの，観客も含めて博物館にかかわる人々が，意味をつくりだす仕事

をするという（大貫1997：281）。そこで，「力強い本物をできるだけ多く所有する博物

館は，それだけ多くの情報伝達が可能になる」（大貫1997：275）のである。

 確かに本物から得られる情報は多い。複製品は限られた情報をもとに作成されるほか

なく，どうしても消去された情報がでてこざるを得ない。そこから「本物がより多く

のことを語るといったディスコースが生まれてくるのである。以上のような流れに沿え

ば，大貫の「博物館は物自体をみせるところか，情報を伝えるところかといった二者択

一的な選択をするのではなく，両方を目的とすべきであるといい，そのため本物の収集

をないがしろにしてはならない」（大貫1997：274－275）という主張にも説得力がでてく

る。

 大貫は先の論考で，月の石がプラスティックでできていればこのような想像をかき立

てることができないと付け加えている。それは「物自体のカがあり，存在感がひしひし

と伝わってくる」（大貫1997：274）からにほかならない。

 しかし，もし仮にここで本物と思って展示されていた月の石が，実は複製品であった

ことがわかれば，大貫はどのように説明するであろうか。月の石が複製品であるにもか

かわらず，本物と思われて展示されることもあり得るのである。それでも，複製品の石

が，彼らが月へ行ったときのことを観客に想像させたことに変わりない。もちろん，月

の石以外でも同じことである。必ずしも本物でなくても，複製品が観客に「本物らし

い，あるいは「複製品」なりのことをアフォードするのであり，それをもって観客もそ

れが「複製品」と気がつかなかったり，「本物」と信じて感動を受けるケースも少なくな

い。その場合，ある個人が「複製品」から感じたことまで否定することはいささか乱暴

な行為となる。

 大貫の最初の主張であった，「本物を間近にすることで，さまざまな新しい想像が生ま

れる」という点にもう少しこだわってみたい。「もの」ではなく，ストーリーをもたされ

た映像であるが，映画というものを例にして考えてみる。

 ig97年，『タイタニック』（米）という映画が封切られた。この映画は，1912年に豪華

客船タイタニック号が氷山に衝突して沈没し，1500人以上の犠牲者をだした史実をもと

にしてっくられた映画である。当然，映画『タイタニック』はフィクションであり，そ

の意味で「本物」ではない。しかし，そうだからといって人々に感動を与えることがで

きなかったわけではなかった。1998年，第70回アカデミー賞授賞式において11部門で

賞に選ばれ，タイトルを総なめにした『タイタニック』は多くの人々に感動を与えたの

である。
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 それでは，観客はそのストーリーを「本物」としてみていたのだろうか。これは推測

にしかすぎないが，フィクションとしてみていたものと思われる。作品が脚色されたも

のであると観客は知っているはずであるし，もちろん，主演を演じたL．ディカプリオ

が1912年当時に生きていたなどと信じる人々は誰もいない。それにもかかわらず，人々

はそれをみて感動し，それぞれに何かを学びとったのである。

 逆のことを考えてみよう。本物であれば，そこから展示された当該社会の文化的背景

をどれほど読みとることが可能であろうか。たとえば「李さんの家」には，博多人形が

飾ってあった。しかし，この博多人形という「もの」が，果たして「李さん一家」につ

いて何を「語りかけてくれた」のだろうか。確かに「李さんの家」に日本に行ったこと

がある家族，あるいは日本に友人がいることを含めて日本と関連がある家族であること

を教えてくれるかもしれない。しかし，博多人形のデザインから，単なる好みという以

上，李さんの情緒を読みとることはできない。当然，そこから彼らの「慣習的な動作」

を学びとることはできないのである。

 アフォーダンスとの絡みについてよりわかりやすい例として，オーストラリアのブー

メランを土産品として買ってきた個人が自宅に所有していた場合を想定してみたい。そ

のブーメランを個別にとりだしてみても，何らその個人を，あるいはその個人の生活の

コンテクストを理解するうえで役に立たない。ブーメランから予測される身体技法をこ

こで想像しても意味がない。その場所でブーメランに課せられた役割は装飾品でしかな

いからである。

 もちろん同じ装飾品としても，身体技法に関する情報以外に，そのブーメランをみて

感じることは無数にある。オーストラリアにいったことがあるという事実や，そのよう

な装飾品が好きなこと，あるいはそれが高価なものであれば，それを装飾して彼の富裕

さを顕示するかもしれない。そのほか，配置の仕方からもさまざまな情報を読みとれる

だろう。しかし，あくまでもブーメランが語っているではない。それらにこちらが思い

をはせて勝手な憶測をするだけである。ブーメランもアフォーダンスをもっており，・そ

こにさまざまな情報が宿っているともいえるが，読みとり，理解するのはあくまでも観

客である。いいかえれば，観客が読みとるようにしか読みとれないのである。

 現代は生産者と消費者が遠隔地にいて，それを結ぶ人々が存在することでその「もの」

が移動する。その脈絡で捉えても，ソウル展のひとつひとつの「もの」に意味はないと

いえる。展示された工業製品に耳をそばだてても聞こえるものはない。もしあるとすれ

ば，その「もの」についた手あかや傷から思いをはせることであろう。あくまでも，そ

の場所のコンテクストのなかでその工業製品，「もの」がいかに使われているのか。みせ

る側にとってみれば，そのコンテクストを知らせることが，みる側にとってみれば，そ

のコンテクストを知ることが重要なこととなるのである。

 これは「もの」の出生地と家族の「国籍」が一致する，しないだけで解決しない。こ
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れまで「自文化」3）というくくりで捉えられてきた「もの」においても起こりうるのであ

る。たとえば，韓国の仮面劇で用いられる仮面が，ある韓国の家庭の壁に飾ってあった

とする。しかし，その家族のなかに実際に仮面劇を演技できる者はおらず，仮面が装飾

としての役割しかもっていない場合，その仮面が何を語ってくれるのだろうか。これは

決して壁にかけられた仮面だけを眺めて理解できるものではない。

 さらに，複製品と本物の区別自体を，「もの」をみせる側とみる側が個別で，あるいは

共同でつくりだしていることに着目したい。フィクションであるはずの映画やドラマで

使用された「もの」が，「本物」となることがある。たとえば，特定の映画で用いられた

ものやフィギアが，フィクションであるその映画で使用された「事実」でもって，「本物」

としての価値を帯びていく例は枚挙いとまがない4）。その過程から，価値づけによって，

あるいはその「もの」のみせ方によって，本物にも複製品にもなることが指摘できる。

 街並み自体にも同じことがいえる。2002年春，大阪府吹田市の千里中央にあるショッ

ピングビルに中華街がオープンした5）。ショッピングビルのワンフロアが「中国風」にデ

ザインされ，中華料理屋や土産物店が建ち並んだ。そこでは，中国からきた人々が厨房

や店頭にたっている。しかし，この町は多様な側面をもちあわせている中国を，おのお

のが架空の「中国」に昇華させ，イメージしているにすぎないし，この一見「中国風」

に創られた街並み，中華街が中国に実在しないことは訪れた人々すべてが承知している。

そこで，本物でないと否定する人々もいないし，本物でないために人々が一抹の感動も

覚えずに食事を済ませて帰っていくわけでもない。

 神戸元町の中華街はどうであろうか。当初は街路自体が「中国風」に模せられた複製

であったかもしれないが，現在では，それ自体が観光地としての価値をもち，今や多数

の観光客でにぎわう名所となっている。そこから「中国」を感じとった人々に対して，

それは複製としての位置づけを抜けでないと説明したところで，何の意味ももたないの

である。また大韓民国の釜山市では釜山駅前に「上海通り」を造成しており，2000年3

，月に中国式の門「上海門」が完成した。これは釜山と上海が姉妹都市であることを記念

して造成したものであり，駅前再開発もからめた観光地開発の一環として位置づけられ

る6）。現在は，そこに住む華僑の人々も含めてあまり気にとめられていない。しかし，町

並みが整備され，数年が経過すれば，釜μ」に造成中の上海の街路に似せてつくった「上

海通り」も，観光名所として大勢の人々をよせつけ，感動を与える「本物」となりうる

のである。

 以上のように考えたとき，本物と複製品の境界線は引くこと自体に，意味がないよう

に思われる。そのときどきに応じて，「複製品」と捉えていた「もの」が実は「本物」と

なりうるためである。換言すると，人々に何らかの価値を与えて目前にあるものはすべ

て本物であり，複製品は存在しないことになる。それを決定しているのは，あくまでも

「もの」に価値を与える主体としてのみせる側とみる側なのである。
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4複製品にみる文化展示

 本論では，文化展示を大枠で「文化的コンテクストを伝えるための展示」という意味

で用いることにする7）。博物館展示には複製品（replica）が用いられることが少なくない。

とくに美術館と異なって文化展示を目的とした博物館には映像を含めて，本物ではない

ものが展示されることが多い。本節では，そのような複製品と文化展示との関係性を中

心に考えていくことにする。

 前節で検討したように，「もの」の本物性に関する事例からも，本物でしか情報が得ら

れないわけでもなかった。また，すでに多数の研究者が気づいているように，「本物」と

いう定義自体がみせる側とみる側の価値基準によって異なってくるなど，可変性をもっ

ている。これらを念頭におけば，文化展示においては複製品を通して意図が伝わること

があるといえる。

 そこで，今一度，ソウル展の原点に戻ってみたい。最近，巷に韓国の情報が流れてい

る。しかし，ショッピングやエステティックなど，観光のレベルで韓国の情報にふれる

機会は多くなっても，彼らの日常生活にふれ，そこから何かを感じとる機会はあまりな

かった。そこで，彼らの日常を知ってもらうというのが，基本となって展示がつくられ

たのである。冷蔵庫を開けてもらう，タンスを開けてもらうといったことを通し，日常

生活を垣間みることで文化のちがいを感じてもらいたいというところにソウル展の原点

があったと解釈している。そして，それを伝えるという意図は，展示の随所に仕掛けら

れた展示品のつながりに現れていたと考える。

 しかし一方で，結局はソウル展もリアリティをもった展示にすぎなかったともいえる。

教室をはじめとする「李さんの家」の周囲の展示品は，価値ある「本物」でなかった。

ソウル展の「李さんの家」にあったものでも，当然すべてが本物ではなかった。ピアノ

や浴槽はおろか，壁や床はもともと「李さんの家」から運んできたものではない。韓国

からとりよせたという意味での「本物であっても「李さんの家」にあったという意味

での「本物」ではなかったのである。たとえば，壁が「李さんの家」にあった本物であ

れば，そこにはシミがついていたかもしれないし，もしそうだとすれば，そこから多く

の情報が読みとれたかもしれない。その意味で，実は「李さんの家」の展示すら「本物」

ではなかったともいえる。結局，床も壁も収集品として保管されず廃棄された。空間自

体が「本物」ではなかったのである。

 「もの」で文化を表現するには，「もの」をとりまく環境をもってくる必要がある。つ

まり，「李さんの家」にある個々の「もの」は，「李さんの家」のコンテクストのみで理

解できるし，「李さんの家」を理解するには，その周囲にある社会のコンテクストなりを

展示するなどして，はじめて理解できる。「博物館」を博物館で展示しようとする場合，

博物館全体をその周囲を含めて展示しないと意味がないのと同じ理屈である。コンテク
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ストで捉えられる関係上，そのようにならざるをえないのであるが，規模が大きくなれ

ばなるほど予算や場所など，さまざまな制約がかかる。ソウル展も，そのような観点か

らみて，広い空間を扱わなければならなかった分，焦点がぼやけた箇所があったかもし

れない。

 さらに，「李さんの家」における個々の「もの」のコンテクストをみせるうえでは，ソ

ウル展のなかで「李さん一家」が住めば，確かに「李さん一家」が意味づけた個々の「も

の」たちのコンテクストはより観客に伝わったかもしれない。しかし，そのことによっ

てソウル展で展示された「李さんの家」が大貫の求めたような「本物」になるわけでは

ない。「李さんの家」をまるごと引き抜いてきたとしても同じことである。「李さん一家」

は「李さんの家」のなかだけで完結しているのではないからである。展示場に切りとっ

てきた以上，決して「本物」となりえないのである。

 それでは展示としての「李さんの家」は大貫がいうような感動を呼べなかったのだろ

うか。少なくともミュージアム関連の紙面では評価を受けている8）。また，ソウル展の「教

室」は展示された「もの」も含めてほとんどが複製品であった。その意味でまったく本

物ではない。しかし，「本物」ではない教室で韓国からの留学生を含めて多数の人々が共

感したことまで否定はできない。それを本物だけに感動云々を議論するのは，少々乱暴

ではないか。人々も決して「本物」だけにこだわっているわけではないのである。

 もちろん，みる側がそれを複製品と知らずにみることもある。このことを，民族誌を

書く作業におきかえて説明してみよう。

 民族誌を書くとき，調査者は聞いたことやみたことに忠実であろうとする。しかし，

すでにフィールドワークを経験した人類学者は知っているように，インタビューにでて

くる証言が本当にあったことでないことが多い。それには大きく3つの理由が考えられ

る。

1）当人が勘違いをしていたとき

2） 当人が故意に虚構を述べたとき

3） こちらがそれを聞き間違えたとき

 これに即して，ものの「本物性」について考える。そのものが本物でなく，複製品で

あるときも同様に大きく3つの理由が考えられる。

1）みせる側が複製品をそれと知らず，本物と思って飾ったとき

2）みせる側が複製品を故意に本物と偽って飾ったとき

3）みる側が複製品というニュースに気づかず，本物と見誤ったとき
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 展示に関しても，以上のようにさまざまな「誤謬」が介入する危険性が含まれている。

それでも，民族誌が民族誌として成立するように，文化展示も文化展示として成立する

ものと考える。記述する側，みせる側の姿が明確に現れていればよいのである。みる側

も目前の展示にも「誤謬」があることを認識してみることである。すでに我々は「誤謬」

があると認識したうえで『タイタニック』をみたではないか。それを「誤謬」がないか

のように語ってしまうと，これまで民族誌記述において問題とされてきたことと同じ問

題がわきだしてくるのである。

 「もの」に付与している情報を読みとるか読みとらないかは，あくまでもみる側にか

かっているのであり，決して「もの」が語ってくれているわけではない。「ものが語る」

というディスコースがレトリックにすぎないといわれるゆえんである。「もの」は主体に

なりえないのである。それは「ものが語る」という状況を想定しやすい美術館において

も同様である。結局，美術館においても人が感じるようにしか，「ものが語る」ことはな

いといえる。

 ソウル展における「李さんの家」だけが決して「本物」でなかったわけでない。文化

展示自体が厳格な意味で「本物ではないといえる。「もの」がさまざまなコンテクスト

から切り離されているからである。

 しかし，本物でないということ自体に特別な意味が付与されなくないことは，前節ま

でにみてきたとおりである。ここで重要なことは，みる側がひきだせる情報がどれほど

含まれているかどうかである。それは決してものが語るといった幻想的なものではなく，

主体としてのみせる側とみる側の努力に大いに関わっていることなのである。

5文化展示とアフォーダンス

 「もの」という観点に振り返って展示との関連性についてみていく。

 人類学者の内堀は，「世界のなかの“もの”と“もの”とのあいだにはつながりがあり，

このつながりには人間  身体的かつ心的な存在としての  が関与している」と指

摘している（内堀1997：3）。つまり，内堀によれば，「もの」は人間が関与したつなが

りをもつのであり，「もの」だけでは決して意味をなさないことになる。つまり，人間や

動物，あるいは別の「もの」が必ず結びつけられて意味をもつ以上，「もの」だけを切り

取っても意味がないともいえるのである。

 実は，アフォーダンスについて同じようなことを佐々木がいっている。「物についての

固定したイメージをもとにしてアフォーダンスを議論することはきっと意味がない」

（佐々木1996：197）。佐々木にしたがえば，少なくとも文化展示という脈絡のうえにお

いて，アフォーダンスが登場する場面はない。コンテクストは現地にあったもので，そ

れを展示する人々が加工している以上，アフォーダンスを求めるのは意味がない。みる
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側ができることはいかにみせる側にたって，そのコンテクストを読みとるかということ

だけである。

 たとえば，我々が主に野球の道具として用いてきたバットが，物干し竿として使用さ

れていたとすれば，それをみて新たな用途・特質を認識すればよいのである。それ以外

にバットは人を殴ることができるとか，何かのつっかい棒になるなどと，アフォードさ

れた事柄は副次的に，個々人が任意に読みとればすむだけで，それを読みとりやすくす

る必要もなく，またそれを期待する必要もない。

 バットが野球のゲ門ムにも使用され，物干しにも使用され，つっかい棒としても使用

される。何かひとつに使用されるのではなく，それをいろんな用途で用いる。その用い

方こそが文化であるといえ，みる側はもちろん「誤読」も含めて展示を通してそれを読

みとろうとするのである。

 先に検討したように，ブーメランはすでに製造された場所を離れて，別の場所で使わ

れている。「もの」が移動する距離幅が大きくなる一方である。今や作り手と使い手が同

じ地域に住んでいるとはかぎらないし，作り手が想定した以外の使用方法で「もの」が

使用されていることが多い。これらのことを考えあわせたとき，その個人なりのコンテ

クストを学ぶことが重要となってくる。つまり，そのコンテクストを伝えるうえで複製

品が，あるいは複製品でも，効果的であれば必ずしも「本物」にこだわる必要はないと

いえる。文化展示において，アフォーダンスは二次的問題となり，それ自体が問われる

必要はない。少なくともアフォーダンスと切り離して考えなければならないのである。

 「ものが語る」というディスコースは，ときに書き手を透明化させたかのように語ら

れた民族誌と同様に，みせる側を隠してしまう危険性をはらんでいる。

 「もの」をみせる側の観点にたったとき，入曽学者の吉田がいうように「いかに現実

の場面が再現されようと，そこで表現されているのは，キューレ脚気ーが特定の意図と

目的に基づいて現実を切り取った結果でしかなく，現実の客観的な表象などではありえ

ない」（吉田1998：525）のである。一方，みる側の主体も，民俗学者の橋本がいうよう

に，展示の意図をどれほどみる側がくみとるかは，みる側である解釈する主体にかかわ

っている（橋本1998：542－543）のであり，結局はみる側の主体に応じて見方，解釈が

変わってこざるを得ない。結局，その主体のこれまでの経験と力量に応じて，目の前に

した「もの」からどのような情報を引きだし，どのように解釈するかが決まってくるの

である。

 内堀は，小説家ミラン・クンデラ（Mil飢1 Kundera／1929一）が／」・説のなかに登場させたしU

高帽を例にだし，女性作家サビナにとっての山高帽に刻まれた「意味論の川」を知らな

い者にとってはたんなる珍奇な飾り物にすぎないが，彼女にとっては亡命にあたっても

ちだす数少ない所持品に入るほど重要な品であることを指摘している（内堀1997：13）。

 前所有者の痕跡が少なければ少ないほど商品価値がでる中古品と，特定の所有者が所
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有していたという特異な事実ゆえに価値がある商品があるように（内堀1997：13），い

くら「もの」をみていても，みる側が気づかないストーリーもある。そして，そのスト

ーリーこそが展示において重要になることが少なくないのである。

 「もの」は文化を構成する中核とみなされていた。「ものが語る」というディスコース

を背景にすれば，「もの」をおくことだけで文化展示が完成したような錯覚すら生じるの

である。しかし，「ものが語る」，あるいは「ものが語る」ことを期待するという行為や

思考は，内堀が懸念した「もの」的エッセンシャリズムへの回帰（内堀1997：5）のか

たちをかえたものでしかない。それは内堀が指摘する既存の文化境界を越えるときのみ

ならず，それぞれの「家族」，さらにいえば「個人」によっても「すくなからぬ意味の変

容をこうむる」（内堀1997：5）からにほかならない。

 みせる側に主体があることを前提として，あるいは明らかにして展示がなされるべき

と考える。それは，民俗学者の笹原が日本民俗学会の学芸員にとっては展示が論文であ

るというひとつの見解に対して，「（展示は）観覧者がある程度自由に考えを巡らすこと

を可能とする十分な質と量の資料を集成して提供するという意味で，資料集あるいは調

査報告書に近い」（笹原2000：204）と述べているところともつながっている。本論で，

しばしば民族誌を引き合いにだしたように，博物館における展示もあくまでもみせる側

が存在したストーリーなのである。

 ただし，論文や調査報告書と異なる点は，展示の場合，複数名によってなされるため，

多分に政治性が絡んでくることである。もちろん，共同研究においてもそれぞれの研究

が個別に存在しがちな文科系の諸学問に対し，理工系などの研究論文ではこのような事

態も珍しくない。しかし，文化展示の場合，現実には館内の展示スタッフから展示施工

会社，館内の政治性から各地域や国家の広報担当まで，より複数の人々が関係する。こ

とは複雑な様相をみせるのである。それでも，展示リーダーがどのように人選を行い，

人選された個々がどのように展示にかかわったか，どのような制約のもとで展示がなさ

れたかを明らかにすることで，展示に関する主体性の問題も，ある程度解消できるもの

と考える。

 以上で検討してきたように，少なくとも博物館展示においてアフォーダンスは有効な

概念になりえない。これらの議論では，みせる側とみる側という主体が抜け落ちていた

からである。あるいは確信犯的に主体を隠していたといえるかもしれない。さらに，「も

のが語る」というディスコースは，かつて人類学者が現地の人々がさも語っているよう

に書いた民族誌と同じ危険性を孕んでいる。人類学者が書いた民族誌が決して現地の

人々の語りでなかったように，「ものが語る」ことはない。民族誌を読む側が人類学者の

存在を意識しなければならないように，「もの」をみる側も，常にみせる側がどのような

コンテクストを与えたかを意識する必要がある。そのうえで，そこに何を読みとるかで

ある。その読みとるときの主体はあくまでも展示をみる側にあることはいうまでもない。
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 確かに，展示品をできるだけ自由にみせるコンテクストでつくられた展示もあるだろ

う。しかし，それも結局のところ「ものが語っている」のではない。「展示品を自由にみ

せる」というみせる側のコンテクストをくみとり，それに合わせてみる側が自らの観点

で解釈しているにすぎないのである。そして，みる側は，本来の展示のコンテクストと

は別に，自分の見方で，あるいは自分のコンテクストに引きずり込んで，自由に「誤読」

していくことが任されているといえる。誤読も含めて，それを自分なりのコンテクスト

と比較して新しい知見を得ることが必要なのである。

6結び

テーブルのうえにあるいろいろなもの。名前をおぼえるまえから，ぼくたちはそれにふれ，そ

れらを利用して行為している。まだ六ヵ月のちいさな赤ちゃんでさえ，かたいものはかたいも

のにバンバンうちつけたり，けばったものはなでつけたり，やわらかいものはこねまわしたり

する。もののもっている性質を選択的に探りだし，行為している。（細田1997：214－215）

ある対象のアフォーダンスは，観察者の要求が変化しても変化しない。〈中略〉アフォーダンス

そのものは，不変であり，知覚されるべきものとして常にそこに存在する。（吉岡1997：190）

 帰宅すると9ヶ月になる娘が待っている。彼女も同じように「もの」を認識している

最中である。しかし，決して「もの」が語りかけてくれているのではない。主体として

の彼女自身が「もの」と接しながらそれらを認識しているのである。まさに，「知覚され

るべき」アフォーダンスを知覚する訓練を繰り返しているといえる。

 アフォーダンスは自然環境を相手に人間の知覚行為を再認識するうえで有効な概念で

あったかもしれない。しかし，恣意的に「もの」を切り取って設置された展示という空

間においてそれほど有効な概念とはいえない。そのことを考えても「ものが語る」とい

うレトリックは，やはりレトリックの領域を抜けだせず，常に「もの」をみる主体の存

在を意識しなければならないのである。そのとき，当然としてみせる側というもうひと

つの主体を看過してはならない。この一連の手続きを忘れると，主体を確信犯的に消却

しようとした民族誌と同じ道をたどることになるからである。かつて自らの透明化に努

めた民族誌家が，突如として白目の下にさらけだされたようになる前に，博物館展示も

匿名性の展示から記名性の展示に移行する手を打つべきである。

 吉田は，近年アジア，アフリカ，オセアニアで，個々の民族による噛文化」の展示

や，民族単位での博物館建設が活発になってきたことを指摘する一方で，ひとつの民族

のなかにも多様な文化と多様な文化観が存在するため，そのどれをとって「自文化」の

表象とするのか，あるいは選びだすのは誰なのか，展示をする権利は誰にあるのかと問
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いかけている（吉田1998：530－531）。これはまさに，Wdting Culture以降の人類学が民

族誌記述において抱えてきた問題と同質であり，また自文化表象に関しては，民俗学が

抱えてきた問題を露呈しているといえる。

 これと同じ脈絡で，民博の展示においても，それらを選びだした者と，その過程を明

らかにすべきであろう。それは，ソウル展において，あるいは常設展示において誰がど

れほど関与したかを，ある書籍を手にした人々がその書籍の著者が誰であるか常に意識

できるのと同じレベルで，観客がいつでも参照できる状況になければならないと考える。

展示場にも，みせる側の詳細なデータを参照できる装置をもっと仕掛けておいてもよい

のではないだろうか。

 本論で論じてきたのは，「ものが語る」というディスコースにひそんだ主体隠しの危険

性である。また，実在した事件をもとに映画化，つまり複製を試みた『タイタニック』

の例をもちだすまでもなく，大貫のいう「本物性」にも同じような幻想がうずまいてい

る。ドラマしかり，すべてがフィクションと断っていても，大勢の若者が共感を覚え，

人気を呼んだりするのである。ここで町づくりや町おこしの一環として造成された中華

街や，ストーリーを中心とした映画の世界と，民博のソウル展を無批判に比較しようと

いうものではない。大貫の主張にもあったような，とくに幻想として陥りやすい「もの

的エッセンシャリズム」の問題を浮きぼりにし，展示における主体性の問題を指摘する

ことで，本物か複製品かという議論で博物館や文化展示を語ることの無意味性を指摘し

たかっただけである。確かに主体を明らかにするといっても，どれほど明らかにすれば

明らかにされたとみなしてよいという基準があるわけでない。このことは今後検討が必

要な課題である。

 本物か本物でないかといった議論でいえば，博物館で展示された時点ですべて「本物」

ではない。それは，人類学者が書いた民族誌が，すべて当時のありのままの様子を映し

だしているのではないことと同義である。かって人類学において，あたかもそれが本物

であったかのように，あるいは現地の人々がそう考えていたかのように，著者を透明人

間化して記録された民族誌においても，すべて「尻尾」がみえていたのである。

 「2002年ソウルスタイル」で明らかになったことは，個人によって「もの」がもつ意

味が変容することの再確認であったかもしれない。「もの」はその使い手である「個人」

をさしおいて，語ることはできないのである。

 「李さんの家」という「マヨイガ」に足を踏み入れた6万人という観客はいったい何

をみたのであろうか。それぞれが6万通りの誤読を試みた「李さん一家」という幻想で

あったのかもしれない。
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注

1） いうまでもなく，ドンファとウィジョンは，ソウル展の「李さん一家」の一員であり，李源台

  氏の長男と長女である。

2） ドンファとウィジョンが通う小学校で使用しているイスと机と似たものを，展示に際して韓国

  の業者を介して展示に見合うイスと机を韓国のメーカーから調達した。

3） ここで何をもって「自文化」とするのかという境界基準が問題となってくる。後述する吉田

   （1998）も「自文化」の展示という語を用いているが，とりあえず本稿では，異なった地域や

  異なった国家にしばられて想像する「異文化」を想定したところの「自文化」という程度にと

  どめておく。

4） たとえば，1999年11月に映画『タイタニック』で使用されたディナープレートがインターネ

  ット・オークションに出品されたり，映画で使用された船の残骸が2002年1月には芦屋で開

  かれた「ハリウッドムービー・コレクション・ギャラリー」で展示されて話題を呼んだ。また，

  推理小説の主人公を小説のなかにでてくる下宿屋ごと博物館展示にした，シャーロック・ホー

  ムズ博物館に人気があることからも，決して大貫がいう価値基準を決める主体を抜きにした本

  物と複製品だけでは説明できないことがわかる。

5）2002年5月31日に，大阪府吹田市千里中央にあるショッピングビル・セルシー5Fに，26店

  舗1000席，日本最大級の屋内中華街とのふれこみでオープンした。フロアは，中央広場を中心

  に，白虎門・玄武門・朱雀門をおき，白虎柱・青龍柱・蘇月・驕などで「中国風」を演出したう

  え，関帝廟まで建てた。

6＞ 釜山市同様，華僑人口が多い大韓民国仁川市中区でも，「仁川のなかの中国」を合い言葉に中華

  街の造成を中心とした観光開発を計画している。

7） たとえば，前掲書によれば，吉田は文化展示を文化を対象とした展示と考えていると思われる

  （吉田1999：210－211）。ただし，広義で捉えればすべての博物館展示が文化展示という枠組

  みで捉えられる可能性もでてくる。

8）前掲した『ミュージアム・マガジンドーム』第63号では，ソウル展を「今年度ベスト・スリ

  一に入る展覧会」（DOME編集室2002：5）と評価している。
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林 5…豆R型川餌（〉｛塁；臼△

 ｛｝糾古身1斗山王モ1ム

「λ｝暑01望：をτ干」弗壬1書尋書暑・司碍エ

      林史樹

1刺音

 与里石 「2002 這 ，ス身｛｝ ム1E才（謹」  （01さ｝・ ！尺1｛｝番ユ） ｛｝ 組・入1∠二E｝（笹○｝ 茎卜01糾二i1， 暑モ｝重｝

7国嗣｛｝7鴇叫エ喝7国・孔号望剋尋軒長日垂（01言い山羊）烈。回ス1暑叫平セ

司フ囚望石入1銀u｝エ碧叫壁戴叫（DOME一松碧2002）．01刈含遭朔州司ス1壮

7翌 13－14（遷（川 ≡号刈 ・習王ス1（苔01（一瓢 肝入1◎刊叫忌要7手ズ1到 ｛｝ズ刊7ト刈フ｝瑚銀亡｝．

 ユぞ一世鍛q沼囎翌豊岡明明号薯「暑糾司｛套ス羽切石潮朴暑  叫三豊

型入1舛豊野司・祠」鍛叫．ol唐子朔刃セ忍刈フ1唱斗量碧含目溢立呈喜司 翌舎

芒91升石叩肩銀セ・日1，ユ0191州三亜星ユ唱州刈7圃呈盤壱「母暑01里司一モ…・凌，

三豊午叡ゼ唄」01叫ゼ聾刈升…三男刈芒斜月銀｛斗．ユ翔長薯忌司予予，喜謝釧

円月智側生到手囚斜呈一望司ス陪環・1フト旨苛ス1月｝，7圃呈暑司討「朴暑・｝

暫醒τ斗」一片 早甚く¶ 珊司 モ…・潮暑 萢墾胡 巷 唄暑 ロ1司 ズ1日半 早ユ 沖洲．

叫暑啓開セ「四阿」刈手昇曾午耳牛・刈叡勾豊，石入岬町（梱ス降雪司刃ゼ

「λ｝暑。｝世司7叫」，叫。｝升 「朴暑暑野司・7刊墾1斗」セ・唄朔日翻甘喜01叫暑豊

石入回1朔国妊潮P匿・妻こ丑銀セ唄望刀ト．

 招囎碧。1耳司ス野掛エ翌野望頂門，「朴暑」聾七三子暑四月声望早釧

望を立田四手引立量刑，ユ朝肥州叫叫ユ呈子暑舜暑言ド…朴壱暑朝州刈71唱書

誓碧ス1（月井セ環01銀τ｝エ想z｝宅u｝．叫暑暑唱，ロ1号望昇司・｛｝寄寄尋F．旦。トろゼ

三〒・（tool）6刊：恐司・（⇒ 「ユ 碧剛到 剋糾セエ怨週スを剋手解 ：蓬告司剋 暑4（motor

habits）δ刊 91ぎ目 碧i召下 咽♀l L淵（川 重｝碧宅τ斗」 （Boaz 1955： 146） エ 畳司一エ 銀亡㌃．

01孔門叫円月呈子到碧日1閉刊戴暑剛，ユ剋香到告豊司剋暑冬｝olt斗墾♀1…丑ゼ

引割71唱四望剛絶叫ゼ唄下潮ロ1遇τキ，三子暑旦エ，ユ舅甘。1「豊飛州エ銀セ

裸」（羽 上等71暑。偲，三辛暑想杢團 遇是糾司 日月ぞ刀｝刃 釧（月 望牛銀身．

「入ほ。1畳重｝叫」セ 須｛｝ ユ唄｛｝ 升司ヲ1芒 唄01叫 想4尋叫．ユ司1イ，碧豊

「入｝暑」01♀司暑酬1711早製望7㌃暑畳司7ユL然…唄望刀｝．

2 「入ト暑01畳司一モ…」須：叫（『王量1ム

且暑｛珊，・月王望ム・引密｝芒潮7レ1迅遇司聯刊刃エ叙u｝．・二王・dム弓｝J．召｛｝・川釧司

魁暑・終1量・判呈，想叫慧司軒スH左々木正人釧呈そ｝暑魅書洲租電司一屋1叫告叫を叫，
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（暮◎191  （醤王三（AHbrd） モ∋ 「手亡レ，  ズ二号古｝一亡干」 号｛｝  ≦判ロ1苛エ，  （＞1王琵ユとモ壬 「塁｝そlo1

号暑611洲刈毛玉セ衣，菩薯｛釧古｝ジ『耳t淵日1苛ゼ漠」立旦，。1唄｛さ♀司暑｛｝暑司舛エ

妾誕昊同封スη9σ1銀光ゼ潮ロ｝。1τ｝（佐々木1996：61－62）．含量音聾，「号ス｝潮

汁唱。1フ『潮出雲。1エ，電豊碑エ，善｛小鼠鯛ユス取豊。1養老さ圏・凪ユ掻捨

外套91層刈暑痢野司一罪裸幽明二三量叫」（佐々木1996：62）．

 明王望ム潮川層暑・エ刈。刊嘉司・碧Z｝胡旦望，Z移｝釧屠眉011斗エ刈朔寸書早司

。1明証手エ銀銀q想召。1銀司，剋詮。1多調唱酬ユ摂01豊北司÷∋町立暑囚叫，ユ

暑碧01し｝エ．刈暑01魯重｝｛斗エ碧・午銀叫．（川暑暑里叶子唐暫019｝壱01碧認叫叫を

昇刈 暑喜朴壱（¶刈 引明召唄含瓠王三苛明，ユ摂皇量早唄望井暑ヌ1告環暑

司王三冠叫．圧早再三7屠望斜干一セ摂三明二三司一エ三下ス1三呈喜叫．司王量1ム到

淵層暑 到上司・モ｝司一囚 留芒 社6刊，「屏暑01世重｝1斗」叫ゼ 官暑到 剛石（引 銀セ

葵薯，「入陽」州明王望ム司望刹音早（競｝舜ユ列烈暑唄01叫．ユ釧ロ1酬刈暑期，

明豊 01σ1亙望ム。㌃里呈「朴暑ol豊重｝じ｝」ヨ｝エ 入梶｝暑呈 前列晋 望言圃 重｝1斗．

「全階01豊重｝耳」セ望翌｛≧刈跡叫ス1セユ刈牛朴（rhetodc）呈そ｝手牛脂重症架三

フト皆銀ス1紐，・1唄・1ユ刈牛入Hrhet・dc）呈イ｝手旗・オ召・耳勾配剛力唄9」障

明王望ム司一モ…・川層017η唱胡銀71剛｛｝01：耳遠司・｛斗．

 「入陪。1荘重耳」セ奏9左封潮ロ回1・染…「朴暑」。1梁モ・ヰ劇団と暑ス囚掛エ

銀セ唄。1叫ユ曾年三叫．吐望qム7予出痔望剤薯。1叫ス1z尾，六百暑潮廿。ト司囚

想対面7帽・1畳誤書・想4司暑吼叫暑吾石入回号看入1ヲ1モ…唄スレ刈フト舌囚苓川

u｝早尊顔01叫望升司一セ召｛≧早碧董専守忍1斗．ユヨ「1斗「入レ暑ol雪消叫」叫ゼ

毫国司17ト刀｝｛｝日中｝刻71ス三豊君割長。1・ぽ，叫暑豊そ1入1司1銀・子女，・判王qム叫セ

ブ肩眉潮小灯碧斗吾週入1ラ『フト週養毛互胡し｝巷週皇7｝銀叫ユ憩Z｝週叫．

3剤碍冴里司・モ∋卍巴
    「昇刈署」（rep韮ca）薯「引言」（・riginal）7ト望牛

 銀箭7㍗

 σ1：甕1ム9｝遭右回壱測暑碧z｝胡フトセ・昼醐囚，亙暑釧「剤園禿璽」。1丑｝セ・粥1

普洲刈高望晋司早司酵鮎掛1斗。1遇刈音週朔銀司刈ro困胡望フ芝刈 「入屠」喜

ス障司7勢望郎囚吐r音引趣1塁：皿・包到玄同州翌ヌ偲潮ス牛L｝恕杢｝号舎

ス障狽フ圓升叡叫重量君。1剋叫司。個三刈フ国銀味。陳｛妻≧月面そ1釧午歯音

号屠噌。1四望暑料斗斜智1）・1τ｝月詣絵皿丑碧明1銀銀望暑週王。円銀立両，

入ト社・川・三唱王入レト妾言咽〒・唱尋唄三。ド椥叫2）．。1環暑｛｝多望掛入回

書司ム豆（context）州打手「皇司神ま望唄」，肴「刷叫」7D国財フ1叫呈。1じ｝．

 牡司ム呈噌望子呈望司週大貫薯豊朔銀セ翅習暑金朔呈週刃，叫暑普朔
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林 是重ト召人1皇ト（〉｛玉聾ヨム

組入1判 「入階」｛≧獄中7ト。ト月唱？｝黒叫エ円裡尋叫（大貫1997：27）．刷叫魁司暑

溜息。1直立呈州，司司7図刈呈｛｝杢｝甘暑昇暑春雨山妻セ唄。1斗明フ囚大貫01

芒ユ・梱自慰司ユ叙爵「萢杁二三「皇司ス1望勉環」・研セ潮P催・引エ銀叫．

大貫州到苛電，謹叫ゼ器唱叡。い刊呈岳釧司暑を苦苛ゼ言立呈，暑喜暑盈スト古書

ユ到を薯暑溝暴論司セ淫書魂呼ス｝マ｝，普刈η｝ス1王脅司司叫暑普斗宅｝週宅

朴冠註01潮P1暑趾暑σ1期ゼ望｛｝を叫エ尋者（大貫1997：281）．ユ司測量「を尋

剤叫暑三段受口醒毒・1杢弁苛芒叫暑丑｛｝ユ壁吾小豆四望・1井皆苛刈

宅叫」（大貫1997：275）モ誤01u｝．

 叫・毬司直碍量早天望暑牛銀セ園旦ゼ鴇叫．昇刈苦厄尋碧宅碧船止フ怪呈

司一司 罠｝暑・囲召 牛 耳個1 叡71 剛｛｝州 4刈到・判刷 碧旦告 望音 望。1 叡叫．

ユ昇官「萢榊」丹旦叫踏底止含01叶フ1を六諭叫ゼ宕忌01憩ヌ1壮誤01叫．♀潤

量釧亙書叫旧註遇，大貫到 「三岳モ｝薯舜暑ス圃暑旦α1仁治望7ト，碧旦暑週豊愈

授望7㌃叫セ誓ス語調91組判暑苛1…環01両目叫，ユ暑1斗二号豆呈胡叶二胡，

ユ裂含♀1胡 剤砕到 牛殺含ぞ入1司刈ゼ？｝暑1斗」（大貫 1997：275）セ手を三

山号弔ol想7囲判司一．

 大貫舎望刈魁差口エ・刊刃翅司01塩冶ム弓立呈引σ1銀叫望，01左心薯甘醤暑

昇息音牛叡叫司一エ唄甚。1エ戴叫．ユ環薯「歯面ス國團咽。1畳純銀エ，ユ

入｝暑釧香ス取｝01叫碧口耳刈薯u｝」（大貫1997：274）セ誤司1叫暑三月u｝．ユ司耳

姓叫αレ囚萢叫叫エ明淵刈塩入1宅望司01碧薯昇刈苦01銀1斗ヱをτ十遇，大貫薯

司望別翌品評午銀含環剋7L魁・や1昇刈苦。1司叫三討舛叫エ想z｝ヨ1司石入1週

碧♀王劇暑午郎暑裸01叫．ユ零叫苛司雄蕊，回心苦望暑01望列獄暑剛暑

杢｝甘司一刈蝦暑唄望司】モ…暑弔叡1斗．暑忌望司。倒朔三司会重｝碧♀ゼ銀1斗．旦｝三入1

刷叫7｝叫月目叫三，昇刈｛｝。1普刈。刊 rd叫」刺碧山セ・「昇刈苦」し屠雪盲裁

可王三十古型立呈，ユ辞書早ユ論士。1ユ誤01 「薯島島」。1叫セ翌望。歯剥

昊司一蓋，「刷毛」叫エ望エ召号口広…碧♀三司スR∋鴇暑葵・11斗ユ石♀，（糧

7刊剋01「焔焔筈」立呈早日と超誤刀図早去春÷｝望喜香早司電｝古刊司○研碧・午

玄孫．

 大貫斜 湘告 手を01銀唱「回診暑 二三Ol草｝立山列 司司7図 祖滅金 ・ぽ甘01

層淵客引」ゼ相店野江司芒到洲旦ユ叫重｝τ｝．「入陽」01叫望ム互司詳説；d

曽を立呈，〈蓼糾叫ゼ毅暑列呈露司碧4古刊早じ｝．

 1997 k旦 「日・01E十目」 （ロ1…苧） 01モ三｝モ三 （二重｝7｝・フ刊暑三司銀じ干． 01 （暑糾モ∋ 1912 唱 室糾

明z耳旭叫oll≡｝皇室7｝咽杢｝州早喫超招暑，1500噌01杢｝91司想ス屠田翌糾暑

湿思一日呈司・年回｝暑明萢（習糾01叫．喝望司噌糾叫01二目薯潮面網織型叫7ト虚し1叫．

ユ司1斗ユ望｛斗エ司刈朴君内語1刈そ｝暑井手ス1千社望洋｛≧叫月回τ｝．1998組

ズ暉 70 こ司  o㌃ヲ｝一日1ロ1杢｝（月1入i 11 早｛｝91 正斗01暑｛｝ 至］筈フ1玉三 司7「司・olu｝目」 ｛｝ 毘r｛｝
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01暑司圃イ｝暑｛｝手銀雪．

 ユ馨叫週，豊刈薯ユム山冠暑 「萢榊」呈刈旦エ純銀q白州叫？01唄塩辛・沖州

ス1し図蓄ス1回転。ト叫碧祖皇旦且鍛暑牢｝想z｝尋u｝．4筈・14団宅環・1ヨ｝ゼ唄暑

牲詰論｛｝望エ銀音司エ，暑素手q剋司升三司皇升1912二身入1州穀エ銀銀u｝エ

望セ朴君薯O｝早三叡τ斗．ユ碧司三日子苛エλト君暑・｛｝ユ裸暑且こ丑召暑司一エ44

干一喫剋7｝暑望モ三裸011斗．

 魁朝事・刈暑層4司旦スL萢怖芽里ユ摂津歯入1醒δ冊舜司釧呈糾謡講暑・刃と

碧三 割帽 司ゼ 環Ol 7㌃昔臨急｝，司暑暑（月「01・dノ理 皇1フ｝・」州ゼ苛ヲを叫 望憩01

そ｝司三司。→ 戴亡干． ユ干し㍗， 01 司一ヲ｝モ斗 剋憩01己｝モ∋ 「玉樹」 01 立ト（苔  「01・租ノ理  望7㌃」 （11

引洲干害剋7匿・ 「豊胡『三銀子」 唄望刀㌃尊｝自修 「ol祖憩糾 唱」叫 曇声｝司17ト

喜司・1銀セフト弄。1銀u図耳，望暑州刷子升皇陵裂剋ス1三旦喜じ｝セ環暑

王重｝言｝・月「。困想望フ臼升望薯臨書週・1銀セフド弄・1豊野｛｝7障朔｛垂ス1王

里喜叫．ユ司L十司ヲド斗白丁面隠スト剋皇豆．早司青畳ス1韻書01智釧01抽出釧碧干害

釧司望今・ゼ日付．望望司ユ呈早日ユ暑釧 「普告司剋暑4」書里叫暑望冷セ

叡血目。1τ干．

 c『王遇ム叫釧 紐虫 舎列刈 二面 01洲苛フ1 小金 剣剣相，副手釧 早引壱暑

豆杢｝直立呈入ト薯7刊剋。1ス圏州ユ現暑杢弁掛ユ郎芒石♀暑・習4胡旦スLユ

早剛主計フ杷瑚立呈石川旦創面三，週7トユフ爬圧ゼユ7頂望潮想暑到｛四六

01自訴・セ剛銀酬三｛｝ol引ゼ誤薯。トし11斗．ギー剛愚6芝刈州出羽セ萢刈71唱｛｝司フ1刈

杢｝甘胡旦。ト三到司升叡｛斗．717囚早圃壱州手61萢9碧薯看剤筈皇旦刈到『琶

哨朔甑フ1明呈○】叫．

 呈蘇州五千皇国01叫王忍刈フ1蘇州豊重｝国見01到朔ユ早圃壱暑豆ヱこ二郎桑

銀ゼ型薯踏昌・．堂手司1イ｝司・1銀目・；と入怪｝・1し｝，ユ司をを剤｛垂。1蔀翻1

巽ゼ叫暑ス1，薯薯ユ刈司再誕迅。1筆海ユ姦直看司苛司ユ潮早♀暑含叫叫司ユ叫

司一セズ1三呈喜｛斗ゼ爵号01叫．ユ斜剛ス種｝唐唱暑上司刈三α1司碧旦暑密司盟

奈三銀暑ス1呈出叫．ユ司叫・羽前ス1耳早剛看・1磐苛エ弓隠奏皇。四叫．

ユ裸三州 ○ト等01 憩z｝暑 毒心刈 刈唄剛呈 曽斉司・ゼ 並称 嬰01叫．早圃雪王

司王望と暑7｝ス1エ銀・判円7圃（肩司7図刃引井動転司・ユ銀u｝コ．魁碧牛三

雲裁審尋，郭判司・判・1司糾セ饗｝明目刀｝ス博暑刈・1珠日囲豊苛電，普担・惇洞

司上司呈幕明用召継鼎司1叡モ…誤ol叫．

適量君影｝ス離日司スレ聖組月ス1州銀・牝ユ誤含望石割有司細引釧善ス個目玉

ユ「入階」0101暑融叫．ユ田津6刊入1憩叫剛志遇，刈羽91司一し｝糾し｝ 「松尾」611夏

中1升叡感ユ尾畢六七叫．寝入1到・梱号唱言筈州r『暑染着則三週7㌃音司垂訓

摂喜叡1斗．立塩銀鼠エ尋耳唱，ユ「入陪」（¶旦。慌∋舎叫しト吾：召皇呈早Ei甘杢陪・

洲旦セ碧三井望環・1叫．（羽刀｝ス1耳ユ智杢潮尋司ム三（context）舎・刈・列ユ号唱
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林 ｛呈重卜型人1針〔｝1塁⊆ヨム

刈苦，「入陪」01占有引入トi｝玉1ユ郎画配剋フ｝．旦σギ書…警朔入1旦屯ユ週昏

怠周暑望司モ…唄01，旦ゼ判司】刈豆唄，ユ冠早｛i｝叫暑出身三七ラlo1｛｝．豆尋望01

望u｝．

 。1唄薯朴暑到苦想ス1斗フ｝否釧「号司」。1望ヌ1尋叫司一ス1言言叫出山三皇呈ゼ

胡副司ス1錯ゼu｝．ス倍刀図「スト呈糾」3）叫直増舎6刊想卒咽薯「入滅」。刊

銀・咽三暫著せ墨銀ゼ環。1目一．（引暑暑・乳を号到7産1号明春埜φ囚二と7偲・1

明咀邊号7レ訓町明1を4羽・判銀銀u｝エ司一ス｝．ユ司耳，ユ7ト警号盈刈量

7ド甚講書望フ屠・午銀ゼ舜君｛｝叡エ，7偲。1そ｝・司立網・聖1～聚趾司ユ銀当石♀，

ユ前週｛｝・干一喫暑01叶71胡羊モ・一望叫．o｝唄薯・召八目611油団ス1銀÷∋7㌃｛ヨ魁暑・

旦エ○桑畠冷銀作型010円1斗．

 しト）レL昇竜苦叫萢叫潮子望ス図1暑「入屠」含豆・月需尋山江ゼ尋・1フ閥三王セ

暑苦皇呈魁暑明司エ白船…相州計昇胡旦エ翌｛斗．潮杢101銀書閣訟訴三i斗叫朝雲

入ト象週「入｝一回＿lo1 「深ユろぐ」叫夏芝∋碧♀7ト銀τ斗 図郭暑里，与引潮 噌糾州埜明薮1三

星一定olしト尊翁7L碧祖望ユ曽副司爪調陪胡明剤「入レ薯」面恥入1「『ヨ叫」呈刈潮7國暑

早鍋底レ臣州ゼ型牛叡・1器叫4）．ユ計測寸心フトヌ1早一寸1潮司，聾セユ「入｝・暑」三

図司『当唐津州到長州叫呈三聯装刈小説野望軽銀亡臣三品スp9碧午銀叫．

 71ぎ1スト川明1三 召書 （刈フ㌃ 郎｛｝・午 戴亡干．2002雇 暑皇入トヲ｝ム01日一入191・翅司 手、皇（川

銀豆査碧里碧・刈ぞ糾7レト皇菩誠叫5）．査碧望望潮鳶｝暑。1遭早「喬号暑」皇副

司ス比肩（月，奇糾皇司召斗長円｝暑相・1り畳・1暑・刃観珠ユ八州ゼ蘭引b個暑

朴耐暑01手屠。］し十7初1望6刊刈銀叫．ユ司L干01叫暑｛≧司一誓司：斉唱暑升ズ1エ銀ゼ

享有暑升号到「苦号」立呈告薮入図。1ロ1ス1良日エ銀セ日1ス1し｝ス1再送叫．。1望唱

詠号苦皇呈魁暑司萢囚司「号号7臼明1号昇。1碧撃茎ス1幸島じ｝セ唄｛≧尾｝｛｝越前

入階暑三子L桝を望エ戴τ｝．ユ零τ｝ヱさ梱，ユ型。1巫レト。トL！叫エ海面司セ

入隠註記謙虚吼萢承平7D国71剛呈。刊入ド註暑。1望肚到イ｝告三七・1ユ刈剤入屠

古川エ暑○レ㌃セ・環三姫尋・〇四司一．

 エ圃司銀セ三一叫ヌ回評註丹ゼ・判望刀｝．刻音二言平曲ス國17ト号号号含呈暗を

昇刈無臭湘ゼ呈旦ス1魁，むス聡∋ユスト刈升普看ス1呈州フ國無梁洲引01叫牛91

扇面刈暑此面薄肉噌杢7ト引飯叫．司フ1刈ぞ三盛と超入幌｝暑。刊刈ユ回書昇刈（¶

暑斗司一｛斗エ虐噌聾暑叫早遇到川フ干叡ゼ裂01叫．空朗魁剋号早杢｝入16刊刈ゼ早杢｝鱒

望司1甘古刊フ『司暑王噌舷窓2000遍3翅61ぞ号司｛｝望 「量司呈」01皇｝十月銀τ｝．

。段薯早冠叫な胡乱ス囲混入研セ熱暑7昭苛・月魁｛∋須立冬，明望刈7刊豊

菊月斗姓遍苛（肩普看ス17刊豊叫唱到望碧皇旦暑午銀叫6）．ス信9ユ昊司1

囚手司・七号号刈入圏’暑暑王草｝さ刊ユ叫ス1入階浜面手掛含左回副司ユ郎ス1魁，

円司フ｝碧司到エヰ唱。｝石斗到女早杢｝剛 呈想号望甘胡釧 フ『司暑薯翁面モ｝

。1「杢｝古胴司」呈豊看咽杢呈刈｛薯・9入陪暑到唐｛1一含晋・判沼・暑｛｝手セ・R⊆叫」7｝
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上梓三銀扇ろ！01叫．

 釧斗巷。1憩叫青翠吼初物号刈筈釧ぞ日商亀ユ奏畠昊ゼ望スト嗣1中1フト

叡セ昊 α1刃剤τ：｝．ユ瑚ユ瑚釧 ・け発動 叫叫昇刈苦立呈社手到銀唱 「入｝暑」01

入ト・毬｛さ 「剤叫」フト毫・午銀71剛呈01耳．叫刊里司一里，舜菅暑6刊刈司瑚釜7｝因暑

手勢缶望釧入｝暑薯冠早道叫。回，昇刈晋・1畳国辱苛ス1留ゼ叫エ碧午銀叫．

。履含石園司セ型薯，月参叫ス1L｝朴暑州7國暑早・月司一門戸刈跡刈香ス個一セ

旦止手セ図南旦声帯0171咽暑01叫．

4昇刈田立呈旦．セ暑司・週入1

 甚忌61レ『セ暑糾墨入1暑｛｝暑司囚「｛｝一月門司ム豆（conIext）労組豊司一フ1月旦

門戸1」 丑｝モ… 91ロ1呈 そ｝手3肩 喜亡干 7）． 叫｛｝邊 肝入1（川｛… こヰズ曜暑．（replica） 01 埜（月ス1モ∋

望。1瑚ス1蕗叫．暑司司含一斗叫旦刈看｝糾一入1暑昇司立呈司一セ叫三管司1セ（翫｝暑

玉哲司・司諭叫7レ。｝望環01萢叫7㌃月モ｝ぞ♀フト書t斗．4君611刈ゼユ司を昇刈苦斗

呈糾逗入｝舛潮型測帽暑号型立呈碧z｝門戸71別選叫．

 四三召豆銀昊。1，「入ト呈」釧剤層相司1暑引入圃芦刈田奈弓長，駐ス1盈㌍｝・1

層旦暑見回午銀子蚕薯叫月銀じ｝．聖重｝。】・い斗半円望子ス｝井望叫入回，苓叫叫ゼ

誤判二刀ス圓レ㌃互司午ゼ警叫旦セ尋潮7國7｝釜州潮汁野田召午銀叫セ

号到7建1碧塑性コ．銀目一．。履暑｛｝（関門1三唱，呈糾肝入回銀・判刈セ昇刈署含

暑門司王井週胡ズ1ゼぞ♀7ト銀1＝干エ量奈戴叫．

 明フ囚予州司刈平石門門列立塩町叫7ト旦スト司モ望薯司フ1刈フ1司囚量号・川

謝を判明井吾正写痢エ銀銀味ユ司耳査碧。1耳 萢忍ロ1暑号豊潤謝哩611刈

を号叫司を月旦四望予州郎セ7団七毘。レ襯刈吐ユ暑到望甘憩三州召胡

囚フ1刈早喫三升暑と翌奈叙芒フ1司ゼ望呈叡銀1斗．ユ一三を号q想到望暑男

望エ翌雨除潮ス1フト71薯。1引（判。1萢入1フト只｝暑司ゑ唱唄。1叫．碧そ｝ユ暑望川

きレ『し1一下条陪望刈司一セ須含暑胡（畿｝・蠣｝書看小｝叫喫暑、9，呈州呈糾91

ヌ回暑と列旦セー環6刊刈音冠91組召ol銀銀U｝エ司層量叫．ユ司ユユ摂暑石司・司モ∋

釧三重，週入怪｝昊昊司1翌肉宅組入1苦暑到q君垂朔國申斗し｝郎叫エ憩4尋叫．

ユ汚し｝を姐立呈，遵琴・補苦週三司望月司暑フトd石入1・刊ス1叫ス1鴛鍛叫ユ豊聾牛

三戴u｝．暗碧暑 日1昊尋 「01組想到 唱」手≦『91週入1暑薯 7｝ヌ｝銀七・ 「萢承臼丹

叫月々叫．刈｛｝今上ro1旭図引 石」州 銀銀望 誤01i斗王，号望司 ユ 呈暑 唄。1

朝参四望唄薯叫日銀叫．潮叫土三嘆汐止ラ『男，青男叫叶叫ズ1♀1小早司 「。困想創

唱」剣刈7｝ス1勝勢遭ol 6トし1叫．を号01囚暑◎1銀叫モ…・釧司呈七二剤；舛判司一周期三

「。1旭想到召」酬1銀銀唱到ロ｝呈刈釧 「刷叫」セ…oト月銀望摂。11斗．酬暑暑司，膚01

組胡「。困層潮召」朔敦銀望遭叫釧唄。1己偲，囚7回セ瑚7ト亦判銀銀｛｝ス匠
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林 呈豆卜廻人1皇卜〔＞i豆臼ム

皇旦エ，眺井ユ馨耳コ．尋叫週囚71司囚碓｛≧碧皇暑郭判望牛郎銀暑遇ス1王呈喜叫．

ユ萢釧ロ同札・薯≧「・困想釧召」釧そ1入怪升「剋叫」セ。四餓叫ユ重｝牛銀叫．

爵号，日同一王用呈別才苦皇磁区互吾到ス1認エ刺フ1祠銀叫．暑社ス圃升

「碁勢」ゼ。ト日銀望唄01亡毛．

 「入ト暑」呈｛i｝司・暑1豆翻ぎ図♀1呑刊刈モ…「入㍗暑」・暑・暑司畳草隠暑7囲暑望且7㌃銀U｝．

尋 「oレ過想三唱」州駆歩4冴到 「入｝暑」書，「。困両足剰」釧｛喜司ム且州刈マ｝015刊

7｝昔司一明，「・困槽潮唱」含・15個一司魁ユ手胴1戴と入団潮薯司ム三号音軒刎

組入1司4ヨ唄暑暑洲司琵至01δ刊7｝昔司・711宅1斗．叫壮士｛｝叫暑豊州組入1司一司ヱさ「ド日

石♀劃一吾墨年毎ユ手羽暑百草｝司墨入1司・ス1三皇苦潮P1升叡セ誤叫号舎・1ヌ1・1叫．

野司と三巴子骨瑚ゼ新月1甘，ユ零洲望附註・刊記ゼ摸。レ1ゼ司一囚マ｝，子玉ワ干ラ『刃望

ラ『召醤司1杢｝：叫智杢口恥・月至言ス1刈舛01遇イ1叫．刈含組三ユ同寸薯普相州刈見対

審9号盤亡浮ス1認皇唱小羽銀河誤耐雪，室召・1五司萢小才・1喫7図銀鍔｛｝ス1三

着倒u｝．

 珊叫升 「◎1旭槽91召」州属国刈田’z｝gi「朴暑」91署司ム三物旦野手七〇楼｝，

潮音組舎醐刈ro1想憩到碧」ol祉叫遇，寸話司ro1翌想三唱」01潮ロ1暑是剋ユ

44釧「入｝暑」暑斜小小ム三7｝旦叫豊頃司川を勢望倒銀含ス1呈呈喜叫．ユ則し｝，

ユ零洲選u｝コ．司刈，刈音週司1λ1組入1塁「01旭碧月明」01大貫01苧〒・尋架：叫社薯

方量升暑奈セ叡t斗．「01旭想到虐」含暑瑚呈哺川内エ｛｝叫ユ胡三州室｝7トズ1叫．

ro1層想 望7｝」ゼ「01起想到 唱」羽州刈魁♀｝継手（→ 銀セ環010トL1フ1剛｛｝01叫、

刈入1そ｝司1至｝司一司・判｛｝・1杢｝，年切「初日7穫1今モ…叡強弓・1τ｝．

 ユ母野唱，遭入1呈刈潮 「o｝組碧到 唱」書 大貫01唐司一モ… 環斗 周忌 召暑含

暑司皇ス1昊蝕望環？ユフト司（刈三叫暑宅｝豊週潮ス1唱・斗補セ塑フ匿世エ銀叫8）．里

ス格組釧 「皿碧」薯，石入国・ヰd r朴暑」王王脅司囲潮フト葦刈署。1奇書．ユ

到ロ1呈 旦叫 召呈 「萢叫」ゼ 叫望 誤01叫．ユ司耳 「萢叫」7ト。｝望 旦翌州列

す｝ヨ圃耳当弁舌｝想暑王曾重｝叫牛葦子ト消暑ol著イ｝重｝唄刀｝囚早手三部セ叡τ｝．

ユろ1暑 「萢叫」魁朔そ｝暑暑世暑・午銀叫エ｛餐｝司一明年喜司一ゼ小蔀香身唐尋

010レ1フト。トし1裁セ・7｝．朴野趣三君ヨ． 「剤叫」マ｝611〒’oη魁’エ 剛球 ろユ｛｝叫L1フ1

叫岳。1叫．

 暑薯，旦ゼ尋・1ユ唄。1昇刈苦・1ヨ｝セ誤暑里旦エ旦ゼ石♀王銀じ｝．同区ス1暑告

吼王朴スドヨ暑書誤斗薯蚕州筈・三毛ユス｝量珠ユ司耳。lpl望三斜ヨ暑上層才

望昇司・叫ゼ可憐入回，剋肩昇司囚想刃耳皇ゼ否q・1石豊戴銀唱望・1。㍗・d碧♀7ト

演芸．ユ01♀モヨ7刊37トス1呈想z｝三選奈客臣．

1）生母スレト斗皇暑苛エ銀望ぞ♀

2） 望入｝スレトエ釧量司子暑刈含を碧♀
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3）  o｝警01 ユ唄・ξ｝ そ｝昊 暑銀｛｝ 眉♀

 o回1叫叫朴暑釧剤碧相州司司想4胡薯u｝．ユ四三01剤二二四望昇刈筈望

碧♀三，日1会遇｝唐一郭呈37図01弁暑想z圖暑牛銀叫．

1）旦・月手セ警。1昇刈筈暑昇刈苦・1叫エ望スi昊掛エ石入1電碧♀

2）且司手モ…等01昇刈苦含ユ到呈剤叫呈舎（月石入1重｝石♀

3）旦セ警61昇一著01を碧且暑曽叫ヌ｝司ス1昊司一エ刷碍子ユ尋z種｝石♀

 組入回1魁洋楽三主舛社01司司7｝ス1「o≡」」T「」升7刊唱碧斜層相Ol淵王羽三岡1＝｝．

ユ零申｝三望尋囚升望香ス1呈刈有唱さ｝耳環刺弦暑糾石入1三呈糾遭入1呈刈・想唱

奇セ葵01叫エ想4翻叫，フ1含苛ゼ警，旦司手壱警潮目告。｝噌屠司耳叫耳銀側屯，

ユ下戸宅i交。】珠軸側奪三，を1劉組入回「oヨロ」Tr」労銀叫セ早晩荘司司・エ

旦セ誤01叫．01ロ1♀司暑｛≧ 「皇昇」墨銀u柱…四四司一司1 「正斗01帯同」十一月薯

。腱η㍗．ユ裂書「皇昇」井鵠…環朝唱世下川町叫嘔，ス信叫ス1剋尋ス1フ1金。個

呈刈入国01薯架斗召書呈野望引引フ1入隣墾葵01耳．

 「入㌃暑」司1早・月苛エ郎セ丁目暑＄回望牛銀子ス1叡薯ス陪・月目叫ス1t｝旦モ奔（引

吐司銀ゼ唄鯉召呈 「二丁暑」01割ε千エ銀モ∋臼摩。囲τキ，「入㍗暑01豊重｝τ｝」モ三

唐喜01午朴（1hebdc）州暑コ｝司一叫ユ暑牛蝋…。1弁。1珠r入ト呈」書手刈フト望牛

阿戸唄01耳．ユ唄｛｝ 「朴暑01里妊叫」柳町奄暑甘碧糾囚潮金司含豊司1銀（ル§三

司会弓勢君テ，排斥｝・梱1呈入ト毛｝・1と外ヒ曽剤鯛1「λ陪01円き臣望」喜冒掴一コ．

脅ぐ二郎司一．野路石州銀ぐ『刈 「○着想釧召」マ｝01召ヨ，「平等一」7ト。手L1銀司差…・環01

叫声今時糾冠入1ス圃升二項尋潮P1明囚セ 「刷叫」7㍗叫目端エ聾奈銀甲．

「入｝暑」。】（月司升ス1薯司と三州刈甚司到司銀71剛｛｝。1叫．

ユ司し｝，「粉粉」7Dド4ヨ｝ゼ型ス國回1等1嶺｝釧ロ桝早明祠ス1蓄別口セ養母，

望碧叫ス1豆・ト呂期呈。1叫．明7回1刈吾皇翻唄｛≧，互セ奔。1晋・判盟午銀セ石旦7予

朔と層王立脅到司銀セ7回叫．ユ環男片呈朴暑ol豊を叫ユ司・モi・町明司剋環ol

o干し1誹，雫刈旦刈旦φ雫セ警斗旦内洋斜と『州ヨ刈普洋銀セ唄01叫．

5｛｝糾石入1斗（二王望ム

 「入階」・1萱豊を立呈暑。レト潜入1斗釧普君ぱ列州胡想z｝胡旦スト．

 剋昇軒ス干内堀薯「刈圃舎到‘叫暑”叫‘叫暑”入ト。回セ望君エ司フ㌃銚咽，・1

q君ユ司司1セ～」イ｝ ・牡刈司，図入1司1碧司望尋刈且刈到 ・1普明司・ユ銀τ｝」エ

刃司司・エ 銀1斗（内堀 1997：3）．寄，内堀州 潮司一唱，「朴暑」｛≧ qイ｝01￥｝司量
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望召エ司暑染ゼ言立呈，「十階」担当旧聞在配当P屠7｝ス1ス1鴇セ洋字唄。1｛斗．寄，

輯｝。1叫号奇言三野里7四「入屠」。1肚三入1誉潮司潮・1暑弓切1羽セ。1杢｝，

「入陽」空冷を司一州（）1王釧ロ17｝叡叫エ脅奈銀遍身01叫．

 朴盈，・判王望ム（川豊き團社喜川止暑佐々木フ｝出芽エ銀叫．「朴勢州垂苛α1

ユ層翌・回ス1暑豆引旦δ団司王国ム暑削弱尋ゼ唄断層噌司潮ロ1升叡ゼ

望01u｝」（佐々木1996：197）．佐々木至嘱旦週，司σi日建糾遭入1叫セ小野♀掴囚

明野唱ム7ト号智司一封看週喜叡舜．尋司ム三モ翻ス圃銀銀望環立呈ユ唄暑

墨入固七入劇暑・｝7房司ユ銀セ。1杢｝，嘆環ム暑梁水声薯釧・1升叡珠洲引

舟01邊午銀セ望地司芦刈見（ヰ手轡師州刈刈ユ尋司ム豆暑割酬望誤望雲

量セ環讐01耳．

 列射場司，♀司暑Ol手旦叶辛量口1埜ゼ叶干暗唱01升魁司暑立浮痢寸書羽エ

好銀u｝ユ尋耐雪ユ唄含旦ユ相陰金暑三脚召町彫層司一里日セ・ろlo1叫．ユ01潮。刊

叶〒屠思・1セ入階暑剛司セ望三7陪苛｛将・ス1，卵紅汐乱川唱号。1塁叫薯ス1号

明王三望入ト屠喜早ヌ囚立掛フ“フ肩望01唱到司呈留司淵望倒ゼ誤立呈，ユ裂暑

釧（『司フ1唱川董週重三三皇司，狂ユ司書フ1州琶遭豆呈叡叫．叶子爵魁b1升

・ト刊7回1入ト細エ，魁謝副司と一日1三入ト細司，川唱号、皇呈三入トー8一宅じ｝．早喫望7を

司一石州刃胡淵朴暑羽冠環01叫司叫，ユ裸暑司司甚三五五τ斗．ユ歯剥屠唱01

叫呈呈単射エ骨壷早立吼呈セ・辱｝薯暑暑「〇三⊥ ■」三：喪｝司司君入1暑薯胡

ユ環暑斜σ｛川司エ司一画報011斗．

 望刈 唱呈を唄叫看。1，早司ド書書。1ロ1刈王岡三苛苛国1斗叫喜を杢酬レ緋

朴葦葺τ十．「重陽」ol ol暑司一セブ『司等01剛舎ラ『刃刈羽セ授。1｛斗．01刈モ∋只R∋

。胎生ト喜掛字。レ㌃巷皇ス1直川磐エ銀τ桓セ量碧牙虫奈フト叡立味理｝薯。レ｝

甘碧選◎1副司断書暗唱皇呈 「母野一」01朴書様エ銀国母♀フ｝鴇叫．01層♀暑脅刎

想4胡旦魁ユ7閥耳｛到｛劃ム三暑剛♀セ唄・1ぞ意斗叫セ鷹｝望牛缶τ｝．

菟ユ前司ム三暑組望糾エスト脅剛昇刈筈・1，王セ昇刈苦・研呈，互斗司・閲

1丑三入1「刷叫」司1子・肩魁暑望派生多言ユ司一裁叫．｛｝糾石入回銀（判刈，（判呈塑ムと

2ヌ凶｛｝刈7㌃羽司，ユス年前暑・判暑豆銀…叡u｝．神『王・判司唱ム受身一入図

想死身ス1卸金週？周ゼ誤。1叫．

 「入㌃暑01世重｝身」司セ 官回書，剛呈 国語 01暑 早噌糾引拠 誤刺碧 埜α1石

町否ス1三日1会糾瑚互司羊一睡暑含田川司モ♀扇網王宕エ銀叫．

 「入ト暑」暑・旦切手セ尋到 普召叫ゑ畠剛，望昇司スト吉田7㌃副署環湘碧，

回青刈翻一軒明明。1刈む玉将イ｝州円フ圃卜書引（梱銀セ奏畠弄司回日フト

倒閣釧到着舛昇司州フ1拘置一司司巨歩暑碑小君：叫胡弓立量刈，観盈釧Z耳豊司剋

刺入惨｝セ唄薯銀野牛叡旨」（吉田1998：525）ゼ夷01叫．重｝週旦ゼ等取手刈三

望舎司’叫橋本升里を環刻唱剤入1到釧三暑・判と園三旦ゼ尋。1・團苛セス16刊
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州司刈ゼ互前者望 胡司苛と手刺州 判司 舟囲（橋本 1998：542－543）誤立台，

召号朔セ豆セ警釧手刈州叫叫君司，司司01せ三寸図示列叡叫．調号ユ手刈釧

ス信叫ス回要望斗的馨・川叫叫，七望・川銀セ「入陪」呈毛嚢・跡形碧旦暑列帽・刃

司望洲胡司対自皇17｝7ト碧司ス1ゼ環01呼．

 内掘薯杢翌井望畳そ日1叫（Milan Kundera／1929一）三番翌舎州 号そ｝入1剋号冠

玉雨隠拝呈刈入1，哨想47｝入圃一封1州餅咽到吾々見ス回】入胴剤「潮ロ1暑潮

看」含呈旦左入階酬囲銀子ス忙をス1そ1フ庵看剤苦百重耳ス1讐ス捜｝，ユ嗣囲

銀σ囚ゼ噛噌琶朔，列三升セ喫？｝瑚土古ズ1吾州国司惹層三姫吾豆尋仁者。i銀叫ユ

ス1瑚言｝エ三七（内敵1997：13）．

 石田♀ス回菩瑚。1君叫銀刈鴇立望鴇暑午尋零幸7嗜食蓋。図書吾エ筈斗，

号副長杢♀スレト身障糾ユ長銀τ｝ヨ｝モ…号・1電｝入レ包。1郎71叫嗣16㌃畳呈フ國7ト

銀セ・》｝著・01銀魚直近碧（内掘1997：13），oト早司入ト暑含旦．エ銀（〉｝三，旦；≡∋警01

ロ園 刎望湘 昊苛セム豆司王銀叫．ユ司エユム豆司叶豊呈墨入回1銀・判司

子副司・月1到端唄01瑚凋鴇u｝，

 「入階」薯｛茜匿斗組司一ゼぞ司。1冴円凋宣撫叫．「入｝暑。1豊を身」セモ毘昔

日構立呈司一望，「入ト暑」暑皆叫早セ聖｝立国呈糾剤入17｝♀各週唄蒼書計z両切

想フ1洲宅τ｝．ユ司・｝，「入｝暑。1旱｝重｝叫」！聲… 「入畦。1豊司・二と」唄｛｝7圖尋壱

墾♀1耳朴ユゼ立射井♀司妊三岳潤目王手潮司1斜司r『（内掘1997：5）釧憩日1萱

所モ環望嬰01u｝．ユ環舎内掘7ト刃司糾ゼ71舌到｛｝糾石刃1暑唱ぐ『翌ぞ♀婁蛙01

。国外，z干z倒「7ド割，叫叫7手「フ“望」明1釧司旗下「司ス1讐皐月P1到封書暑

魁石船フ1」剛呈州u｝暑可月叫 （内掘1997：5）．

 旦明手ゼ警義手刈7｝郎1斗セ裂暑萢刈i旦司・71叫，ユ誤長甚噌司司層萢入1升

望司囲碁叫ユ憩冴尋叫．ユ唄書望舎軒叫笹原升望甚援護野司斜す｝叫雀躍翔銀司刈，

石入ト旨芒｛蚤。1叫己｝セ司一耳到君言書1司胡，「（そ1入1セ）吾曽スレ｝明と碧三

スト評晋刈早引想4胡暑午銀張司一掛官甚赴召斗誓到ス障暑召相糾司

図引翻五竜到ロ回囚ス暗唱輩ゼ呈朴旦エ刈（引7昭耳」（笹原2000：204）叫エ

豊糾エ叙セ早甚斗遠望召司明銀斗暑忌。刊・列ス降国香ス隠嚢｝一名唄刺碧

叫暑邊釧週日1三・羽刀図月一小生竿セ尋・1香ス膨旧ム副司剋唄・1叫．

 図書芒呈。1耳呈舜旦ユ若年叫喜周到襟回碧♀司司入隠司1到司聯習ス図

剛｛｝司1，三重司碧吉相。1割司図研叫ゼ型。1τL暑暑著号q旧事銀司刈三44潮

q子7P弱毒立呈善ス刊さレ1斜｛｝呈叫町回叫｛｝州日1司・1暑洲号釧望干モ…｛｝司囚セ

01鞭｝入同三三暑ス1鴇峨ユ司耳冠鶴厨房ぞ♀，む・謹司囚ゼ邊朔潮石入1

ム摺早日石入｝入居墨入Lモ矧到碧荊・習司囚早日z｝囚r・1月一号7回喜五1糀矧

。偉7隣ス1旦u｝書正訓陪暑。1世嗣｝叫。。1醤囲セ香司聚掩誓杢｝暑旦。1蒼

顔・1叫ユ粥1三石入1司司7干司噛｝と瑠畠祖唐銀≦凋，ユ根期朔苓フη7閥。1
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林 呈重｝型人1皇ト（M皇臼△

明望洲組入回豊門鵡…フL・オ押明｝刈嘩胴1墨入17｝望張壱7陪甚噌司糾碧立呈州

組入回1牲量手刈徳潮脚刈三司こ二層三月杢望牛銀耳ユ想4妊叫．

 ・1杢｝・梱唱豆胡暑叫斗社。i，司司三叫暑豊石入圃繋平｛味里1ヨムゼー痔互載

川層01望亭叡u干．01司丁丁91酬1セ旦司手ゼ｛等斗豆凸凹01ヨ｝ゼ手刈井祠闘吟ス1銀71

叫呈。1叫．薯・9碧・毬司手刈暑告71エ銀銀叫ユ琶奈銀含ス1三旦喜叫．洲叫升

「朴暑。1三二じ刊ゼ官暑・呂釜哺守1昇司ヌレ㌃翻ス1剋暑01日豊豊苛エ喫モ誤湘碧

善急心湘舛社喜♀摺・碧三相王苛エ沖上．望昇司一ス｝升妻室尋ス1井召呈竜ス1

舜骨暑01司唱重｝01叶フ1ゼ叫L1銀q環剥碧， 「入隈。1魅重｝セ」摂90ト月じ｝．

剋香ス屠斜面尋。1望昇軒ス回舌ス耳暑到剤糾ス1鴇応唱魁羽ゼ誤刻碧，「入陽」暑

旦三明三碧な旦・月手ゼ奔。1明割判｛鯛ム旦暑手銀ゼス1暑潮司琶週豆7｝銀叫．

ユ♀1（川717囚早唄暑一薯雫判望裂剋7ト91暑刈望誤01亡しユ奏暑密6¶望明釧手刈フト

明司叫ス1耳旭入1暑旦ゼ響朔銀亡｝セ唄薯音・171忌董週豆三叡τ｝エ苛裁叫．

 §｝唱司週入1苦暑7｝岩尋妊ス｝弁晋刃1豆司手セ薯qム互呈魁暑司型君入1王

銀フド…豊誤01亡しユ司舜，ユ誤三君号州セ「入階。i萱司一エ銀ゼ」架薯叫司u｝．

「組入屠暑スト｛醤洲互喋糾」冴と旦明手ゼ否潮暑判ム三暑訓・悶，旦告奔。1

ユ摂州喫柔司ムム呈91垂相叫刈胡層司・ユ銀ゼラミ司1町立種｝袈。｝τネユ司エ，旦セ

警耐暑謝釧石入三朝司ム北斗国里送呈，ス干剋魁到道司L｝ス六軒厚司ム三呈晋エ

雪明フ｝，スト♀晋別「〇三暫⊥一一1」司一セ唄。17ドま司・叫．「珊瑚」力図割句苛・月ユ誤｛｝スレ1

し珊瑚呈｛喜司と三9｝日1：丘瑚入“呈金剤往｝望（＞1。ド四域目一、

6：翌毛・

q1・1暑潮・川銀モ明司7｝ス1暑週，01暑含斗♀フ1組早司♀司暑薯ユ引｛｝唱苛エユ誤号｛｝

01書記胡弓司一コ．銀じ干，o圏6川望射司1曾｝宅。レ1王ヌレ三円一丁董｝暑週｛｝調1斗

引q刃一町，引・平ト薯暑崔｝・胆｝ス図叫，早三引金暑君朝手早喜珠朴暑。17｝ス1エ朝月

ノ冒召｛｝ ／租三雲≦≧呈 多と。｝一川b1 司1♀1さ｝エ 象又し｝． （糸田日量 1997： 214－215）

酬君侯ぽ釧・ヰ里遇ムセ愛冠ス國豆〒・7｝昨円明呈堪司凶寄ゼq〈ぞ軒〉司王・aムユ

ス｝刈セ暑魁司一唄，ス｝z国司刈叶日月一口唄皇呈刈屠甘囚フ1列善ス腫｝叫．（吉岡1997：

190）

 引フト司・里9瑚削回羽ゼ望01フ｝叫司エ銀u｝．ユ叫01三薯社01舜暑門司司司一四日1

望唱ol｛斗．ユ司耳，召量「朴暑」ol唱暑召司皇ゼ裸｛｝門戸u｝．手長呈刈潮叫。1

スト迅。1「引子」凹地杷刈ユ唄暑｛｝剋剤苛エ銀セ誤・1u｝．碧豊呈図4男・判凋叶

碍…」（r王唱ム暑ス屠旅…を藤｝壁昇苛エ銀τ｝エ思碧牛銀古暦．

明王唱ムセス園草圏暑な司星？1社釧ス隣墾潮暑ス閥司尋セ司弁互翻
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フ聰。1銀暑遇湘呈呈喜身．ユ司耳，唱釧呈「入牢」暑を碑司裡ヌ国司剤冠入1叫亭

号伊州銀司ユ叫ズ1弁閉門フ肩層。1叫ユゼ哲牛叡孤1斗．ユ極暑ユ司司一唱「朴呈ol

里四四」叫セヰ朴セ，判例フ図星牛入警守『暑唄司判例昊糾ユ，奄な「入｝暑」暑

旦男手刈釧善ス隠斜剤月割鴇立電臼周セ誤。1味ユ下町望司一刈時・月手勢

警。1ヨ｝モ∋空司・耳到手早暑イ｝垣戸刈時魁週1斗．。1望重釧碧ス干暑喫（三川遇｛斗項，

手鼻暑エ到司立呈杢囚司一司銀野望下野ズ1釧三智｛｝需モ…項01扇フ1瑚暑01じ｝．邊剛

ムと呈早層司一エストと弔剛胆剋否ス17÷（民族誌家）升四望明判司一州薯呈肩71そ1611，

叫暑普週日1三明四四01石λ1呈早司フ】百司（記名性）釧剤入1呈01墾司一ゼ日11¶超暑

イ｝子日刊。㌃重｝亡ト．

 吉田セモ埴。困叫，叫亜司升，皇刈叫月。｝司囚フ肩フη雪平香州釧糾 「ス干呈糾」釧

週入1多野香子羽酬囚釧叫暑書：d・薯。1明明さ咽薯奏書刃司司・セ載遍，司一し回剋僧

舎君王叫誓を呈糾斗u｝（薮｝呈糾ギ｝・1善刈司ヲ1叫甚酬ユ表暑吾司昌暑瑚胡

「スト呈糾」三月な毬唄剋7L薯書・翌朝判司月奏午下子。回，石入詳覧週封〆

辛子司1刈 銀帯側男囚暑暑エ 銀叫（吉田 1998：530－531）．01裂｛≧叫呈whting

Cul伽le・1早潮円円叫。1野比刃フ1含・¶州洲苦・刃鍛唱｛釧斗春9層召釧環。1用，

王魁スト別学王を州吾今回セ剋舎叫・1？｝エ銀唱三隅互角司司エ乳下裂・研聾

今銀忍叫．

 o】斗召薯叫骨皇呈剋叫到週入1州銀σ1刈三ユ須暑書組引司魁01斗ユコド習書

甚判司掛紅雀｝地貫エ壷午帥斗．香ユ明笛刈妄§6個薯薯杢｝翌石入回

銀叶補午升（物レマ｝吾設司難ヲト暑，・山男襟｝7ト剤入｝君暑・1ユ超斜刈スレ㌃

午〒判例屠甘楽到司一ゼ唄斗財田牛｛｝司囚，三等・1q刈薯ス1君呈董奈銀ゼ

な身・回叶量叫ユ三唱を叫，平入1を州耳穴旦司手ゼ尋直な刈をス障7ト君至

升皆干割ヌ1暑香司翌ヌ1胡干・唱等ス1逡暑叫．

四辺司囚野冊・9凝｝，「入階。1噛｝叫」ヨ｝セ・密要州そ｝刈今町学理羊7回

羽子帽・1叫．圧盈ス腫｝入トd音呈司呈（蓼糾糾，時勢刈暑入1三を「叫。1叫日」到

母子τ十入1叫呈暑望豆三叡01，大貫01魁苛セ「尋碧層」州三蒼｛≧重｝杢｝01杢暑暑01

ヌ1エ 郎1斗．三一叫可叫 壱薯 眉♀ 呈平井 潮旭。恒｝ゼ 唄暑 望エ 割勘工L胡三，

器90圃州号そ｝｛｝四望フ1暑望フ1三を叫．唱フ1・¶刈叫｛｝魁暑7｝｛｝号。1し｝叫｛｝

早剰金号到望戸立旨旨王唱到司山号糾フ㍗リム豆司暑吾碧立旦を（習司一到網刈，

雪男釧刃金三号暑早司垂司立判司皿誹司エ司・セ誤列聖月1斗．大貫潮手を秀州三

月銀三型ヌ栢，号司書ぽ拝呈叫ス171斜金「入屠司暑召手斜」釧暑刈暑早4三図，

組入1州 銀σ囚潮 手刹困潮 ｛｝刈暑囚司陣立陣列 萢叫望7｝昇四苦剋7㌃玉戸司般

芒国司旧例三山｝01叫呈糾週λ1暑勉音司一セ漠釧早丹田1脅暑ス1司苛ユ製銀含弓｝・1｛斗．

叩網列邦菅野呈噌司早耳エ司モ1叫三三叫厚司甚噌司胡弓群居司ゑ可ユ暑・午

郎ゼズiユ71｛｝01銀セー誤｛｝・o㍗し11斗．01環｛≧望立呈召三升望一且翻斗刈叫司・裁司一．
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林 呈堂1型人1皇ト〔｝1呈臼ム

 三江望升刷叫フト。｝・dフ回1｛猴｝芒山刀囚畳司一ス偲，二二普州組入1宅入困司囚

旦モ…・誤薯「萢叫」升叫し1叫．ユ型薯望昇司スレト善剋尋ス1升，望入1銀ゼユ司呈到

呈一走一司引相エ戴七・唄薯。ト1d一斗P柊｝升ズ101ヌlo11斗．翻岬 望昇司一州刈 叫ヌ1

ユ型。｝剤叫置潮淵碧 王ゼ嗣刃望暑01碧豊ユ零刈 想冴苛ユ普銀甲唄 刺碧，

刈ス屠早噌剋イ｝糾入側71昇到・判剤望尋ス回1銀・咽呈，見早「舎望午」暑一等

銀叫。

 「2002 k旦 ノ『苦 ムE｝（裂」 011・補  思干司冠  参1｛≧ フ刊望011 潮さ荊 「ノ・レ暑一」 01 梁モ壬 ≦『ロ17ト

遇書苛脚註・刊朝妊刈叫勉。油引ス1王呈旦裁叫．「入ト暑」薯ユ唄皇軍ゼ「7羽勉」暑

剛皆エ÷∋唐事午単身環01叫．「01旭想釧召」01ヨ穀∋ 「まよひが（叫皇01升＝望甚

製冒01叶フ1（田耳目帆手剋01入ト叫萢唱）」州豊暑目凹6魁噌01畳壱調書王朔淵1

早製二子唱唄望刀L4z｝到6魁7トス回「0玉三一－一「」含入園胡暑ro1週層（§7臼叫ゼ

暑甘。1三皇弔ス1呈喜u｝．

ス
丁

1） 望’重｝望皇王 叡01，暑司一」斗釧慰薯・補｛｝墨91 「01型想 望7臼91望超皇呈 01望訓列到

  を廿：叫看L『01叫．

2）暑糾外斗替。1フ干叫日モ釜号叫旦司囚入ト§司ユ銀ゼ釧ス國一斗ぽ斗刃潮日桧量暑君薯，

  週入回1ろ告司矧琶琴潮（召府暑暑胡週入回梁ゼ到ス國一斗ぽ含尋…号到朴呈早同至量，

  旭入1銀叫．

3） 明フ1・列 早1夷暑  「スト呈糾」呈 琶 み！q7｝ モ三状三 そ1ヌ11 71｛｝01 ヨ｝刈1入1判1斗．望r≦⊇．呈 入i含司一淵1

  羽口吉田（1998）呈スト｛｝糾91墨入1叫ゼ豊暑入ト菩尋エ銀ゼ日】，明薮暑喜エ61刈セ刈呈

  叫喜刈望。1耳号7圃可（月刈な・ぽ司一セ 「・1｛弾｝」暑甘碧銀暑瑚釧 「ストモ・糾」叫セ

  碧王州碧司洲三三斗．

4） （川｛｝ 暑週，1999 望 11 望研1 （習糾  『モ斗011斗目』611刈 入｝薯思 剤入｝一碧一瑚入1フト ～長日弓！≦｝・週011

  孟L苦倒銀亡ド忌ズ1，（碧重｝（月1・列 入｝｛｝廻 日“91 ネ｝胡フト 2002 雇 ！ 亀（翔 6｝入10半（ス1噌）011人1 r翌剋

  望司♀三 （暮重｝下司越 ）盟司司（斗1冠入国（判 糾刈暑呈戴1斗．一重｝手司杢裡釧 手守1吾含

  杢翌舎州叫皇ニヒ司一奇召暑列暑叫暑豊司1墨入1三山七三乙叫暑ギ｝。R171升二一召旦

  昇刈三君量大貫01魁糾モ7図71悉含碧苛ゼ手瑚1暑剛醤エセ型碍舛昇刈署肚立呈セ

  翌噌脅牛叡叫ゼ型含望奈銀1斗．
5） 2002 唱 5 望 31 （穀 口入｝ヲ㌃ ム01正斗入1 越モ4 雫皇611 象賠三 月月遇望 ・建入17を 5 奢司1 26 瑚王

  looo州，望薯潮差到一士ぞ糾フト｛…｝セ組型舎・11五玉銀叫．暑口任セぞ唱看そ｝引割層立呈

  明二毛｝，打止｛｝，早4暑号畠寺エ咽十手，碧菩手，止手引出皇呈ぞ号暑薯q琶重｝嗣

  平｝刈怪王補晶晶ト．

6）早杢｝入1叫ロ柊｝升ス1呈糾皿剋『■汁器｛≧を号勉討入1日干司三三，「勉週舎91山号」｛｝

  含呈志田呈ぞ糾7｝91ヨ…・塵｝｛｝・醤皇呈重｝望｝看7月世暑71園苛エ目引．

7） 剣暑暑明 望刈 望書を司州 釧苛遇，吉田セ呈糾石入1暑呈料暑剛醤且呈尋石入1冴
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8）

想4司・エ銀τ斗エα梱萢叫（吉田1999：210－211）．吐，嘉薯到ロ1呈叫叫胡暑剛，呈暑

叫暑吾冠入1升暑糾週入1叫ゼ暑呈。1司望牛銀モ沸号碧三層召奈銀叫エ糾裁味

望刈q暑尋 「昇ス1望ロ“71遇DOME」刈63堂司囚セ，刈暑週含 「書司91剛ム旦3611

舎司一ゼ週君司」 （DOME遡モ］製2002；5）呈羽7峯司一エ銀亡L
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